
日時：平成２９年６月２６日（月）13:15～15:10

場所：市役所本館２階　特別会議室　　　　　　

委員意見、事務局回答

1

○雑誌スポンサー制度の導入について、民間事業者にメリットがあるのか。

→図書館にある閲覧用の雑誌を民間事業者に購入してもらい、雑誌のカバーに企業名などの広告を入れる代
わりに、雑誌を図書館に提供するもので、民間事業者の宣伝効果を高めることができる。

2

○技能労務職の採用は将来にわたってずっと採用しないということなのか。

→技能労務職の業務は、ごみの収集や給食調理など、民間でも代替可能であり、今後は採用せずに、順次委
託し民間を活用していくものである。

3

○山ホウレンソウをホウレンソウと区分けして販路拡大するメリットはあるのか。

→山ホウレンソウは夏の野菜で、冬の野菜であるホウレンソウと見た目・味も似ており、成分や効用を調査
し、実際に栽培や販売につなげていくことを考えている。

4
○熊本地震では指定避難所でない大学が大きな力を発揮したと聞いており、大学との連携については、産業
や農業だけでなく、緊急時の対応まで含めた幅広い連携を進めていただきたい。

5

○ネーミングライツの導入可能性調査について、具体的に検討している施設があるのか。

→アリーナをはじめ全体的な施設の中で導入可能性を検討していくところである。

6

○マイナンバーカードについて、鹿児島市の交付枚数はどれくらいか。

→29年３月末で、48,378枚交付している。
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